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令和７年度
予算審査

国民スポーツ大会平川市実行
委員会負担金
石田隆芳 議員
①�リハーサル大会の内容、規模、
負担金の内訳は。
福士　稔 議員
②��国や県の補助はあるのか。
石田昭弘 議員
③�正式競技以外の公開競技のリ
ハーサル大会の開催は。
答　弁

①�令和７年11月21日から23日に内閣総理
大臣杯第62回全日本社会人ウエイトリ
フティング選手権大会、11月19日から
20日にレディースカップ第17回全日本
女子選抜ウエイトリフティング選手権大
会があります。ひらかわドリームアリー
ナをメイン会場に、一部ひらかドームを
使用します。参加選手数は男女合わせ
て400名を超えると想定しています。負
担金の内訳は、主なものとして会場設
営や競技用具のリース等委託料6,957万
7,690円。競技役員の旅費、宿泊料等の
旅費746万1,392円です。
②�県の補助金があり、今年度のリハーサル
大会は、補助対象経費の２分の１の補助
率で2,683万6,000円の歳入を見込んで
います。
③�公開競技は、グラウンド・ゴルフ及びエ
アロビック、デモンストレーションス
ポーツについてはインディアカです。リ
ハーサル大会に位置づける公開競技及び
デモンストレーションスポーツは、市が
関与するものはありません。グラウン
ド・ゴルフは秋季大会と交流大会を国ス
ポを意識した形で行い、エアロビックは
８月にドリームアリーナで開催予定で、
内容は未定です。インディアカは、リ
ハーサル大会はありません。

山谷洋朗 議員
①事業内容は。
葛西勇人 議員
②�ホームステイの受入れ先への
再交渉等は行っているのか。
答　弁

①�令和元年度まで実施していた中学生の
ホームステイ事業の代わりにイングリッ
シュキャンプを計画しています。コロナ
明け後も、現地での交流が難しいため、
業務委託によるオンラインでの国際交流
を実施しています。委託事業者は、イン
グリッシュキャンプの交流の企画等、オ
ンライン国際交流の補助を行います。内
訳は、オンライン国際交流費15万円、
オリエンテーション費５万円、消費税２
万円の合計22万円です。
②�今の時代に合わせた事
業としてオンラインで
進めており、新たな交
渉等は行っていません。

山谷洋朗 議員
　事業内容は。

答　弁
　気候風土の異なる土地での交流を通じて、
青少年活動の活性化を図ることが目的です。
相手先の鹿児島県南九州市と平川市の中高生
を対象にしています。夏は南九州市、冬は平
川市で各３泊４日の日程で両市の子供たち
やその家族との交流やその土地ならではの
体験を予定しています。事業開始当時から、
ホームステイを通じた交流を行っていました
が、近年は参加希望者が減少傾向にあり、事
業継続について南九州市と協議し、令和６年
度の冬の交流からはホームステイ泊をせず施
設での合同宿泊としています。

オンライン国際交流業務委託料

国内交流事業補助金

　教　　育

事業予算の使い方や算
出方法が適正かどうか、
全議員で慎重に審査し
ました。

中畑一二美 委員長小野　誠 副委員長

新たな取組やこれまでの
実績など、予算特別委員
会では多くの質疑があり
ました。

平川市議会YouTube
チャンネルはこちら
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デマンド交通「のらっさ」（委託料）

結婚新生活支援事業費

移住者運転免許取得支援事業補助金

工事請負費

佐藤　保 議員
①現在の課題の改善策は。
②台数を増やす等の検討は。
葛西勇人 議員
③委託先は。
④�降車時のサービスについて、会社による差が生じ
ないよう対策するのか。
⑤回線を増やす予定は。

答　弁
①�コールセンターにつながりにくい問題があります
が、今後も早めの予約やオンライン予約の利用を
周知します。
②�現在は推移を見ている状況のため、台数を増やす
予定はありません。停留所等は、地元の声も聞き
ながら改善を試みます。観光については、観光に
つながる流れがあれば検討していきます。
③�平賀ハイヤーと北星交通の２社に委託する予定です。
④�基本的に決められた停留所にて乗降する運用で
す。運行開始当初は、善意で停留所以外の場所で
の降車があったようですが、現在は運行事業者に
対して指導を行っています。
⑤�人件費等の多額の経費がかかるため予定はありません。

齋藤　剛 議員
①事業内容は。
②�２年居住後に転出した場合の返還は必
要か。
答　弁

①�結婚に伴う新生活のスタートアップ費用に係る支
援を行い、若い世代が安心して結婚できる環境づ
くりを目指すものです。１世帯当たり最大60万
円を補助します。対象条件は、令和６年３月１日
から令和７年３月31日までに婚姻届を提出し受
理されていること、夫婦ともに婚姻日における年
齢が39歳以下であること、結婚を機に平川市内
に住民登録をし、２年以上継続して居住する意思
があること、また、令和６年中の夫婦の所得が
500万円未満であることです。
②�２年以上継続して居住し、その後転出した場合は
返還の必要はありません。

福士　稔 議員
①一人当たりの支援額等、補助金の内容は。
②継続事業となるのか。
石田昭弘 議員
③移住時の障害となっている事例は。

答　弁
①�都市部から移住の際、自動車運転免許を取得して
いないことが障壁となるため、取得費用等の一部
を支援します。対象者は、５年以上平川市に住民
登録がない方、県外から転入後１年以内の移住者
で、申請時点で満65歳以下の方です。補助対象
経費は、普通免許取得に関わる費用と運転免許取
得者教育、ペーパードライバー講習に関わる費用
を対象としています。補助金額は、対象経費の２
分の１で、免許取得の場合は上限15万円。ペー
パードライバー講習の場合は上限１万円です。
②�新規事業であるため、推移を見て判断していきます。
③�移住者や移住予定者からの直接要望等はありませ
ん。専門の機構が実施した調査結果より、移住時
の生活面の気がかりとして、交通の利便性が最も
多く、このほか過去に実施した移住体験ツアーに
おいて雪道運転の大
変さや不安を感じた
という声があったこ
とから、障壁になっ
ていると考え、制度
化しました。

北山弘光 議員
　場所と内訳は。

答　弁
　２つ工事があり、１つ目が旧庁舎時の電波障害解
消のため設置していた共同アンテナが不要となった
ため、本庁舎の屋上の共同アンテナを撤去する工事
375万1,000円です。２つ目が旧平賀体育館の土地
を売却するために門や擁壁の撤去と整地、舗装を行
う工事1,060万4,000円です。

市の姿勢・まちづくり

防災士養成事業負担金
葛西厚平 議員
　令和７年度見込みの人数、有資格の職
員数は。

答　弁
　防災士養成研修講座を受講して取得する人数は５
名で、取得費用は一人４万円の計20万円を見込んで
います。また、一定の階級上にある消防団員、消防
吏員、警察官の県職ＯＢなどの方の特例制度の活用
により取得する人数は５名で、取得費用は一人9,000
円の計４万5,000円です。全体で24万5,000円とな
ります。有資格の職員数は、30名が取得しています。3



小野　誠 議員
　増額理由と委託先施設は。

答　弁
　増額理由は２点あり、国基準額の引き上げと利用
者数の増加に応じた加算部分の増額によるもので、
計521万8,000円の増額となっています。委託先
は、こども園あらやのケアハウスいちばん星、日の
出こども園のキッズケアハウスこどもの森、平賀保
育園のりんごルームです。

工藤秀一 議員
①増額理由と指定管理先は。
②近年の利用者数の推移は。

答　弁
①�利用者数の減少により収入が減る見込みであるこ
とに加え、最低賃金の上昇により人件費が増加し
ており、従来の金額では運営が困難となったこと
から増額となりました。指定管理先は緑風会です。
②�令和３年度は2,317人で一日平均9.1人。令和４
年度は1,848人で一日平均7.3人。令和５年度は
1,411人で一日平均6.2人です。

佐藤　保 議員
　負担金の内容は。

答　弁
　負担金は、市が徴収した保
険料等を青森県後期高齢者医
療広域連合へ納付する額を計
上しており、２つの内訳が
あります。１つ目が保険料等
負担金で、市が徴収した保険
料などを納付するもので２億
5,103万3,000円です。２つ目が保険基盤安定負担
金で、制度による被保険者の所得に応じて保険料軽
減分の額を広域連合に納付するもので１億2,976万
8,000円です。一般会計３款の連合負担金との関係
は、一般会計の負担金は、広域連合の負担金と医療
給付費の総額の12分の１を負担する法律に基づく
負担金です。一方で本特別会計の負担金は、実際の
保険料の徴収を市で行っていることから、市で徴収
した保険料を広域連合に納める形の負担金という違
いです。

病児保育事業委託料

ＱＯＬ健診（健診等委託料）

東部地区デイサービスセンター指定管理料

県後期高齢者医療広域連合
葛西勇人 議員
①事業の概要は。
②委託先は。
石田昭弘 議員
③標準型と簡易型のどちらで実施するのか。

答　弁
①�ＱＯＬ健診は、弘前大学が開発した短時間での健
康チェックとその場での健康指導を組み合わせた
啓発型の健診プログラムです。普段測定しない筋
肉量、骨密度など体力面も測定します。令和７年
度に新規で実施する事業で、開催時期と回数は令
和８年１月から２月までで計２回実施予定です。
開催場所は今後決定されます。
②�開発は弘前大学ですが、委託先は青森県医師会健
やか力推進健診センターです。
③�約２時間で構成された標準
型と、講義を含めて約40分
で構成される簡易型があり
ます。現時点では時間の都
合上、簡易型での実施を予
定しています。

　　福 祉・医 療

齋藤律子 議員
①具体的な内容は。
②�平川市の金額の増加額、調査の所要時
間、単価の算出根拠は。
③�時間が算出以上にかかる場合もある。高い金額に
設定する考えは。
答　弁

①�認定調査委託料は、要介護、要支援認定者の認定
有効期間の満了に伴い、認定を更新する際に必要
となる認定調査を市が担当ケアマネジャーへ委託
した際に支払われるものです。
②�令和６年度から価格を改正し、在宅では1,870
円、施設では330円の増加です。調査の所要時間
は、調査に１時間、調査票作成に１時間、在宅の
場合は移動に1.2時間と算定しています。単価の
算出根拠は、在宅の場合は、１時間当たりの報酬
に3.2時間を掛けて算出しています。施設は、移
動時間がないので調査と調査票作成で２時間で算
出しています。
③�今後は、10期介護保険事業計画の策定前に各市
町村の単価を調査し、適正価格を調査して見直し
たいと考えています。

認定調査委託料（委託料）
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桑田公憲 議員
①事業内容は。
②中山間地域等直接支払交付金との違いは。

答　弁
①�中山間地農業を元気にする新たな取組を自立するま
で支援するものです。例として、高収益作物の導入
による収益力向上や販売強化、地域住民の買物、外
出などの生活支援が対象で、事業期間は上限３年
間、交付金は定額で、上限額は各年度1,000万円で
す。今回は碇ヶ関地域を対象に、一人暮らしの高齢
者の生活支援の取組を中心に実施予定です。
②�中山間地域等直接支払交付金の集落機能強化加算
と本交付金は同類の事業となっています。今回は
条件のいい中山間地農業ルネッサンス推進事業交
付金を選択しました。

小野　誠 議員
①増額理由は。
石田昭弘 議員
②経営計画や安定化に向けた対策は。

答　弁
①�主に御仮屋御殿に対して支出していましたが、文
化観光館産地直売所でも収入だけでは経営が困難
となったためです。売上げ減少が理由ではなく、
最低賃金の上昇や物価高騰による影響により、事
業収益のみでの経営が難しくなったためです。
②�道の駅いかりがせきの経営は非常に厳しい状況が
続いています。今後の見通しとして、令和７年度
は指定管理料を増額するため赤字から脱却はでき
ると考えますが、赤字解消だけでは経営が安定す
るとは言えません。そのた
め、運営会社と市が経営課
題を協議しながら様々な改
善策を導入し、経営安定を
図っていきたいと考えてい
ます。

中山間地農業ルネッサンス推進
事業交付金

空き店舗対策事業補助金

ひらかわ農業・農村魅了発信事業

道の駅いかりがせき指定管理料

原田　淳 議員
①空き店舗の数は。
②１店舗あたりの補助額は。

答　弁
①�毎年の空き店舗調査で、今年１月時点では９軒です。
②�家賃の補助と改修費の２種類の補助となっていま
す。家賃の補助は、補助の上限が１か月５万円の１
年間60万円。改修費の補助は上限が100万円です。

齋藤律子 議員
　事業内容は。

答　弁
　当市の基幹産業である農業と農村風景、良質な農
産物を広くＰＲすることで平川ファンを増やし、販
売額向上などを図ることが目的です。市制施行20
周年記念事業として、農業に特化した写真コンテス
トを行うほか、農産物の写真を撮影する際においし
く見せるコツを学ぶ写真講座を開催します。予算
は、副賞代に16万円、講師謝礼などに19万8,000
円の計35万8,000円です。

あおもりりんご繋塾委託料
桑田公憲 議員
①事業内容は。
②病害虫防除の内容について詳細は。

答　弁
①�りんごの病害虫防除や剪定の基礎・応用を学び、
将来に向けて知識や技術をつないでいく人材を育
成するため、公益財団法人青森県りんご協会に委

託します。事業期間は２か年で、病害虫防除や生
理障害など、剪定を中心とした研修内容です。受
講者数は、市内各りんご士
会から推薦があった４名を
予定しています。
②�従来の病害虫防除に加え、
選定が学べる内容です。

令和7年度予算を可決しました。
こ の よ う な 審 査 を 経 て、平 川 市 議 会 は

冬の園地

 産 業 ・ 観 光

文化観光館

5



議
員
福
祉
安
心
電
話
事
業

の
概
要
と
現
状
、
課
題
は
。

答
事
業
は
平
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
の
自
宅
に
緊

急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
緊

急
事
態
に
24
時
間
対
応
す
る

も
の
で
、
市
全
体
の
設
置
台

数
は
77
台
で
す
。
固
定
電
話

の
加
入
減
少
に
伴
う
利
用
者

の
減
少
、
通
報
に
対
応
す
る

協
力
員
の
確
保
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
24
時
間
体
制
で
あ
る

こ
と
や
責
任
の
重
さ
な
ど
か

ら
、
協
力
員
の
確
保
が
徐
々

に
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
緊
急
時
の
流
れ
は
。

答
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
が
押

さ
れ
る
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り
、
通
報
者
が
状

況
説
明
を
し
て
、
救
急
要
請

や
協
力
員
要
請
な
ど
が
判
断

さ
れ
ま
す
。
緊
急
通
報
ボ
タ

ン
が
押
さ
れ
て
も
通
話
が
で

き
な
い
と
き
は
、
協
力
員
や

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
駆

け
つ
け
要
請
が
あ
り
ま
す
。

議
員
民
間
事
業
者
が
行
う

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、
事
業

継
続
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
本
事
業
に
は
、
悩
み
相

談
が
で
き
る
機
能
が
あ
る
ほ

か
、
近
隣
住
民
等
に
よ
る
支

援
・
協
力
体
制
が
整
備
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
事
業
は
維
持
し
て
、

民
間
移
行
は
慎
重
に
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

水
みず
木
き
悟
さと
志
し
�議員

福祉安心電話事業

質 問 事 項 質問議員 ページ
福祉安心電話事業 水木　悟志 P6
中学生へのピロリ菌検査 水木　悟志
豪雪による農業被害と対応策 福士　　稔 P7
不登校児童生徒 福士　　稔
りんごの不受精花対策 福士　　稔
平川市20周年記念事業 齋藤　　剛 P7
大雪時の対応 葛西　厚平
ふるさと納税の寄附を活用した事業 葛西　厚平
りんごの病害虫発生防止対策 葛西　厚平 P8
マイナ保険証の普及 葛西　厚平
平川市デマンド交通「のらっさ」 齋藤　律子
ＰＦＡＳと水の安全 齋藤　律子 P8
会計年度任用職員と時間外労働 齋藤　律子
地方創生2.0平川市の未来を切
り拓くまちづくり戦略Ver.1 齋藤　律子

市内外国籍者への支援 佐藤　　保 P9
高齢者を地域で支える体制整備 佐藤　　保
小・中学生のスマホ利用 佐藤　　保
今冬の除雪体制 佐藤　　保
町会運営 葛西　勇人
地域運営組織（ＲＭＯ） 葛西　勇人
地域コミュニティーの将来像 葛西　勇人 P9
避難所環境の改善 中畑一二美 P10
小・中学校や体育館のトイレの洋式化 中畑一二美
水道管の老朽化対策 中畑一二美
認知症対策 中畑一二美
平川市の道路施工・維持管理 北山　弘光 P10
５歳児健康診査（集団健診） 石田　昭弘
保護者連絡システム 石田　昭弘
豪雪対策 石田　昭弘
除排雪について 石田　昭弘 P11

平川市の今とこれから

一般質問
　平川市のいろいろな課題等について、議員が市に考
えを聞くのが一般質問。
　全質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目を抜
粋・要約して記載しております。

今回は10名の議員が質問しました

平川市議会会議録

一般質問一般質問の全文は平川市ホームページで読むことができます。
インターネットで「平川市議会　会議録」と検索するか
QRコードをご利用ください。

取り付ける緊急通報装置

事業の現状と今後は

ひらかわ市議会だより 第78号 6



議
員
豪
雪
に
よ
る
農
業
被

害
は
、
雪
解
け
で
被
害
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
被
害
が
見
え
る

と
考
え
る
。
市
の
さ
ら
な
る

支
援
策
の
考
え
は
。

答
県
主
催
の
中
南
地
域
果

樹
会
議
で
、
４
月
中
旬
に
県
、

市
、
Ｊ
Ａ
合
同
の
被
害
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
調

査
結
果
と
国
・
県
の
支
援
事

業
を
踏
ま
え
、
農
業
者
か
ら

の
要
望
を
整
理
し
て
検
討
し
、

議
員
令
和
８
年
１
月
１
日

を
も
っ
て
、
平
川
市
が
誕
生

し
て
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
市
で
は
記
念
事

業
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
７
年
度
に
、
平
川

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

や
、
市
の
特
性
を
生
か
し
、

市
を
元
気
に
す
る
事
業
、
20

年
の
市
の
歩
み
を
再
認
識
す

る
事
業
な
ど
の
市
制
施
行
20

周
年
記
念
事
業
を
行
う
こ
と

今
後
も
農
業
者
の
生
産
意
欲

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
支

援
策
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
山
間
地
域
で
は
味
の

よ
い
り
ん
ご
が
多
く
生
産
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。
各
関

係
団
体
と
連
携
し
た
除
雪
体

制
の
状
況
は
。

答
農
道
除
雪
組
合
な
ど
と

調
整
し
豪
雪
時
の
協
力
体
制

が
整
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
豪
雪
被
害
災
害
救
助

と
し
、
事
業
実
施
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

記
念
式
典
や
祝
賀
会
を
開
催

す
る
ほ
か
、
市
制
施
行
20
周

年
を
記
念
し
た
動
画
制
作
や
、

当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
動
物
の

姿
に
仮
装
し
た
音
楽
家
に
よ

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
平
川
市
の
過
去

を
振
り
返
る
写
真
展
の
開
催

法
が
適
用
さ
れ
る
状
況
で
は

特
例
を
設
け
て
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
補
植

苗
の
対
策
も
検
討
し
、
ま
ず

は
早
い
対
処
が
重
要
で
あ
る
。

一
日
で
も
早
く
再
生
す
る
形

を
望
む
。
４
月
に
は
放
任
園

対
策
事
業
に
集
中
す
る
状
況

を
念
頭
に
、
園
地
再
生
は
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
、
生
産

量
を
落
と
さ
ず
山
間
地
域
の

味
の
よ
い
り
ん
ご
を
残
す
こ

と
が
基
本
と
考
え
る
。

も
予
定
し
て
お
り
、
市
制
施

行
20
周
年
と
な
る
節
目
の
年

を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

お
祝
い
を
し
、
分
か
ち
合
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
動
画
は
ど
の
よ
う
な

形
で
市
民
へ
提
供
さ
れ
る
の

か
。

答
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
形
態

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
期

に
閲
覧
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
ふく
士
し
　稔

みのる
�議員

豪雪による農業被害と
対応策

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
�議員

平川市20周年
記念事業

一般質問

被害のあった果樹写真コンテストやブラスバンドコンサートを予定しています

一日でも早く再生できる
ような対応を求める

20周年を記念した
取り組みは

7



議
員
当
市
の
水
道
水
は
、

平
賀
、
尾
上
地
域
は
津
軽
広

域
水
道
企
業
団
か
ら
、
碇
ヶ

関
地
域
は
久
吉
ダ
ム
水
道
企

業
団
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
。

両
企
業
団
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
※
２

の
検
査
状
況
は
。

答
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
代
表
的
な

物
質
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
、
両
企
業
団
と
も

年
１
回
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
機
器
で
測

れ
る
最
低
値
未
満
で
す
。

議
員
小
国
、
葛
川
地
区
の

簡
易
水
道
、
平
六
、
大
木
平

地
区
の
小
規
模
水
道
で
は
検

査
を
実
施
し
て
い
る
か
。

答
現
在
は
検
査
し
て
い
ま

せ
ん
。

議
員
市
で
管
理
し
て
い
る

施
設
に
も
関
わ
ら
ず
、
検
査

を
行
わ
な
い
理
由
は
。

答
現
在
は
検
査
の
実
施
に

法
的
義
務
が
な
い
た
め
で
す
。

国
で
は
、
定
期
の
水
質
検
査
や

基
準
超
過
の
改
善
策
な
ど
を
水

道
法
で
義
務
付
け
る
方
針
の
た

め
、
国
の
法
整
備
に
合
わ
せ
て

実
施
す
る
考
え
で
す
。

議
員
飲
み
水
に
対
す
る
市

民
の
不
安
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
検
査
を
し
な
い
政
治
姿

勢
に
疑
問
を
覚
え
る
。
市
民

の
不
安
を
受
け
止
め
、
安
心

の
た
め
に
義
務
化
を
待
た
ず

に
検
査
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
再
度
協
議
し
て
、
検
査

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
�議員

議
員
り
ん
ご
の
大
き
な
輸

出
先
で
あ
る
台
湾
で
は
植
物

検
疫
が
厳
し
く
、
モ
モ
シ
ン

ク
イ
ガ
の
寄
生
が
発
見
さ
れ

た
場
合
は
輸
出
が
停
止
と
な

り
、
り
ん
ご
生
産
者
に
と
っ

て
大
打
撃
と
な
る
。
モ
モ
シ

ン
ク
イ
ガ
の
発
生
を
減
ら
す

対
策
と
し
て
、
県
で
は
令
和

6
年
度
り
ん
ご
病
害
虫
防
除

暦
の
基
準
薬
剤
に
交
信
か
く

乱
剤
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
※
１

を
採
用
し
、
購
入
費
用
の
2

分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

市
で
も
こ
の
普
及
に
向
け
た

施
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
で
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
市
内
の
設
置
状
況
は
、

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
の
デ
ー
タ

と
な
り
ま
す
が
平
賀
地
域
と

尾
上
地
域
を
合
わ
せ
て
設
置

率
約
25
％
、
県
全
体
で
も
約

27
％
と
低
く
、
設
置
に
手
間

が
か
か
る
こ
と
や
有
効
性
の

周
知
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
部
の
園
地
の
み
で
は
な
く

多
く
の
農
業
者
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
必
要
で
す
が
、
考

え
方
や
経
営
方
針
は
そ
れ
ぞ

れ
多
用
で
あ
る
た
め
、
面
的

実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
県
の
補
助
の

か
さ
上
げ
支
援
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
フ
ュ
ー

ザ
ー
Ｒ
の
普
及
拡
大
に
向
け

て
、
引
き
続
き
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ

て
啓
発
に
努
め
ま
す
。

葛
か
西
さい
厚
こう
平
へい
�議員

ＰＦＡＳと水の安全 りんごの病害虫
発生防止対策

ことば ことば
※２　ＰＦＡＳ
　　　�有害性が懸念される有機フッ素化合物群。

※１　交信かく乱剤コンフューザーＲ
　　　�害虫であるモモシンクイガの合成性フェロモンを封入した

ポリエチレン製チューブで、次世代の発生が減ります。

水質検査の採水の様子 取り付けたコンフューザーＲ

雪害より弱体化した
りんごの基盤強化を

一般質問

命の水の安全の確保を
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議
員
昨
年
の
青
森
県
内
の

外
国
人
宿
泊
者
数
は
過
去
最

多
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

新
時
代
の
幕
開
け
と
共
に
定

住
者
も
増
加
し
て
い
る
。
市

内
在
住
の
外
国
籍
者
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る

外
国
籍
の
在
住
者
は
令
和
７
年

２
月
末
現
在
、
男
性
13
人
、
女

性
95
人
の
計
１
０
８
人
で
す
。

在
留
資
格
は
特
定
技
能
、
技
能

実
習
、
永
住
者
な
ど
で
す
。

議
員
高
齢
化
な
ど
の
進
行

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
心
と
な
る
町
会
は
疲
弊
し
、

早
急
に
新
た
な
組
織
・
支
援

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

当
市
が
考
え
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
将
来
像
は
。

答
地
域
住
民
が
主
体
と
な

り
、
行
政
と
協
力
し
て
地
域

を
支
え
る
仕
組
み
を
確
立
す

る
こ
と
が
理
想
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
町
会
な
ど
既

存
の
地
縁
組
織
と
地
域
運
営

議
員
相
談
等
を
受
け
た
場

合
、
定
住
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
行
政
上
の
課
題

と
対
策
は
。

答
相
談
等
は
、
就
労
先
の

事
業
所
の
方
や
就
労
先
の
事

業
所
の
方
や
日
本
語
が
話
せ

る
ご
友
人
、
ご
家
族
と
一
緒

に
来
庁
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

１
人
の
場
合
で
も
、
分
か
る

範
囲
で
の
英
語
対
応
や
翻
訳

ア
プ
リ
を
使
用
し
て
コ
ミ
ュ

組
織
が
互
い
に
補
完
し
合
い

な
が
ら
、
多
様
な
地
域
課
題

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
当
市

は
、
町
会
や
地
域
運
営
組
織

を
「
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
総
合

的
な
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
地
域
運
営
組

織
の
設
立
に
際
し
て
は
、
地

域
住
民
と
の
十
分
な
合
意
形

成
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政

主
導
で
は
な
く
、
住
民
が
中

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
騒
音
や
ご
み

の
分
別
な
ど
、
文
化
・
風
習

の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
問
題

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
案
内

表
記
の
多
言
語
化
に
取
り
組

む
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
聞
き
取
り
を
行

い
、
外
国
出
身
の
方
に
寄
り

添
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
市
民
が
異
文
化
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
も

考
え
て
ほ
し
い
。

心
と
な
り
、
地
域
の
課
題
に

応
じ
て
柔
軟
に
運
営
で
き
る

仕
組
み
の
実
現
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
当
市
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
、
今
ま
さ
に
変

革
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
後

退
を
恐
れ
ず
、
皆
さ
ん
と
共

に
議
論
を
重
ね
、
学
び
合
い

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
�議員

市内外国籍者への
支援

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
�議員

地域コミュニティーの
将来像

住民基本台帳の外国籍の在住者は108人います
（令和７年２月28日）

地域運営組織で行ったカーブミラー点検清掃の様子

平川市の国際化に
つなげたい

地域課題に対応する新たな
支援体制の構築を

一般質問

9



議
員
埼
玉
県
八
潮
市
で
起

き
た
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま

え
た
、
本
市
の
道
路
設
計
や

維
持
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答
当
市
で
は
地
形
や
土
質

に
応
じ
た
設
計
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
地
質
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
で
異
常
を
確
認
し
、

原
因
調
査
、
復
旧
を
行
い
ま

す
。

議
員
道
路
陥
没
が
発
見
さ

れ
た
と
き
の
緊
急
時
の
対
応

は
。

答
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
、

人
や
車
が
落
下
し
な
い
よ
う

二
次
被
害
の
防
止
に
努
め
て

安
全
確
保
を
し
ま
す
。
次
に
、

陥
没
原
因
を
調
査
し
て
復
旧

工
事
を
行
い
ま
す
が
、
下
水

道
管
が
原
因
の
場
合
、
大
規

模
災
害
を
除
い
て
は
、
バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
配
備
す
る

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
下

水
の
使
用
制
限
を
す
る
こ
と

な
く
対
応
す
る
考
え
で
す
。

議
員
八
潮
市
の
事
故
を
踏

ま
え
た
、
今
後
の
道
路
維
持

管
理
の
対
策
は
。

答
道
路
の
陥
没
は
小
さ
な

も
の
で
あ
っ
て
も
事
故
に
つ

な
が
り
う
る
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
発
見
し

た
際
は
早
急
な
対
応
に
努
め
、

埋
設
物
の
管
理
者
と
協
力
し

な
が
ら
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

北
きた
山
やま
弘
ひろ
光
みつ
�議員

議
員
避
難
所
と
な
る
小
・

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
熱
中
症
な
ど
の
健
康
被

害
対
策
の
た
め
普
通
教
室
へ

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

体
育
館
の
ほ
か
、
理
科
室
な

ど
の
特
別
教
室
は
未
整
備
の

た
め
、
ま
ず
は
設
備
の
必
要

性
の
検
討
が
必
要
で
す
。
国

が
新
た
に
創
設
し
た
空
調
設

備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
は
、

空
調
設
備
の
ほ
か
に
施
設
の

断
熱
性
確
保
の
工
事
も
必
須

で
あ
り
、
整
備
費
用
が
高
額

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
設
置
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
判
断
し
ま
す
。

議
員
防
災
備
品
の
液
体
ミ

ル
ク
の
備
蓄
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

答
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
等
を
踏
ま
え
、
青
森
県
で

は
災
害
備
蓄
指
針
を
修
正
し
、

最
低
限
必
要
な
物
資
と
し
て

食
料
、
飲
料
水
、
毛
布
、
携

帯
・
簡
易
ト
イ
レ
の
４
品
目

の
整
備
か
ら
、
粉
・
液
体
ミ

ル
ク
や
お
む
つ
等
の
17
品
目

に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
値
段
と
保
存
期
間
等
の

粉
・
液
体
ミ
ル
ク
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
備

蓄
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
長

期
避
難
を
想
定
し
て
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
か
ら
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
�議員

平川市の道路施行・
維持管理 避難所環境の改善

一般質問

下水道工事で掘削している様子

市の緊急時の対応は

市の防災備蓄倉庫

命と健康を守るため
避難所の生活環境改善を

議会ｍｉｎｉコラム 鹿児島県曽
そ
於
お
市
し
議会行政視察受入

令和７年５月13日、曽於市議会のみなさまが「共助バス運行事業について、
デマンド交通について」を視察されました。 ひらかわ市議会だより 第78号 10



議
員
交
通
量
の
多
い
県
道

弘
前
平
賀
線
は
、
年
始
の
大

雪
後
の
１
月
４
日
、
道
路
が

狭
く
な
り
両
側
が
す
り
鉢
状

態
だ
っ
た
。
市
は
こ
の
状
態

を
把
握
し
て
い
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
た
の
か
。

答
１
月
４
日
以
外
に
も
、

食
ラ
ボ
の
交
差
点
か
ら
薬
王

堂
の
交
差
点
ま
で
の
区
間
で

交
通
障
害
が
起
き
て
お
り
、

市
民
か
ら
の
苦
情
が
あ
り
、

道
路
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

現
場
確
認
後
、
中
南
地
域
県

民
局
に
道
路
状
況
を
報
告
し
、

除
排
雪
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

議
員
12
月
23
日
大
雪
と
な

り
、
屯
所
前
に
は
、
除
雪
に

よ
る
寄
せ
雪
、
置
き
雪
が
う

ず
高
く
積
ま
れ
て
い
た
。
団

員
は
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
す
ぐ
に
片
づ
け
ら
れ
な

い
。
い
つ
起
こ
る
か
も
分
か

ら
な
い
火
事
な
ど
の
災
害
、

有
事
の
際
に
即
応
体
制
が
で

き
る
よ
う
に
、
消
防
屯
所
前

に
は
置
き
雪
を
し
な
い
よ
う

に
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
当
市
で
は
除
雪
業
者
に
、

間
口
に
な
る
べ
く
置
き
雪
を

し
な
い
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
く
置
き
雪
を
し

な
い
こ
と
は
不
可
能
で
す
の

で
、
一
般
家
庭
の
間
口
と
同

様
、
置
き
雪
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
各
消
防
団
の
団
員
等

で
対
応
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

石
いし
田
た
昭
あき
弘
ひろ
�議員

除排雪について
 視察報告

改修後の校舎を確認
金
田
小
学
校　５月14日、改築工事が行われた金田

小学校新校舎を視察しました。金田小学
校は昭和52年から50年間親しまれ、老
朽化のため改築されました。旧校舎の解
体、外構工事により、令和８年度に完了
予定です。
　調査の結果、魅力あるひとづくりの実
現に向けた教育環境が充実しており、充
実した学びの場が提供される校舎である
ことを確認できました。

令和６年度の大雪は市民生活に大きな影響を与えました
説明を受けている様子

金田小学校会議室にて

消防団屯所前の置き雪の
配慮を願う

平川市議会

11



議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です。9月15日

請願・陳情は平日の
午後５時までにご提出願います。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　中　畑　一二美
委　　員　小　野　　　誠
　　　　　北　山　弘　光
　　　　　山　谷　洋　朗
　　　　　佐　藤　　　保

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-55-5792
（事務局直通）

提出方法はこちらから▶

令和７年 第３回定例会は
9月2日からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は33名

傍聴して　　
　　みませんか
市本庁舎４階へお越しください

令 和 ７ 年 ３ 月 定 例 会
審 議 議 案とそ の 結 果（抜粋）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

水
木
　
悟
志

葛
西
　
厚
平

小
野
　
　
誠

北
山
　
弘
光

葛
西
　
勇
人

山
谷
　
洋
朗

中
畑
一
二
美

石
田
　
昭
弘

石
田
　
隆
芳

工
藤
　
秀
一

福
士
　
　
稔

佐
藤
　
　
保

原
田
　
　
淳

桑
田
　
公
憲

齋
藤
　
　
剛

齋
藤
　
律
子

結
　
果

令和７年度平川市一般会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
令和７年度平川市介護保険特別会計予算案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決
○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　－：採決に加わらなかったもの　議長（石田隆芳）は採決に加わっていません

３月定例会
議　　案　　名 結 果

平川市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市教育委員会委員の任命について（１件） 同意
平川市農業委員会委員の任命について（19件） 同意
平川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 可決
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及び平川市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 可決
平川市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例案 可決
平川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び平川市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例及び平川市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 可決
平川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市消防団条例の一部を改正する条例案 可決
東部辺地総合整備計画の変更について 可決
市道路線の認定について 可決
黒石地区清掃施設組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 可決
令和７年度平川市国民健康保険特別会計予算案 可決
令和７年度平川市後期高齢者医療特別会計予算案 可決
令和７年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計予算案 可決
令和７年度平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計予算案 可決
令和７年度平川市水道事業会計予算案 可決
令和７年度平川市下水道事業会計予算案 可決
各財産区一般会計予算案（尾崎、新屋、町居、広船、小和森、新尾崎、新館、沖館、葛川、吹上・高畑、原田、碇ヶ関） 可決
令和６年度平川市一般会計補正予算（第９号）案 可決
令和６年度平川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 可決
令和６年度平川市介護保険特別会計補正予算（第３号）案 可決
令和６年度平川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）案 可決
令和６年度平川市水道事業会計補正予算（第３号）案 可決

編集後記

平川市議会会議録

各議案の詳細はこちら

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　長かった冬がやっと終わり、今年の桜は一段と華や
かに感じられました。�
　一方、雪解けとともに雪による被害の大きさに農家
の皆さんも落胆していることと思います。農家の皆さ
んの心が折れないよう、県と連携しながら復旧支援に
尽力してまいります。�
　また、物価の高騰が続いており、市民の皆さんも
日々の暮らしに不安を感じていることと思います。�
　さらには今年もまた暑い夏が予想されております。
熱中症など体調管理には十分気を付けてお過ごしくだ
さい。� （中畑一二美）
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